
小学校の体験林業における
森林ＥＳＤの事例紹介

「国有林・遊々の森を活用した
体験林業プログラム」





「多摩市立八ヶ岳少年自然の家」

http://tama-sizen.com/
詳細はホームページへ

【所在地】長野県諏訪郡富士見町立沢字広原1-1205

・小中学校の宿泊体験や宿泊者の
八ヶ岳山麓での活動拠点として利用。

・キャンプやハイキング、スキー体験
などの主催行事も一年を通して実施。

(以下、少年自然の家)

http://tama-sizen.com/


遊々の森とは

実施主体が森林管理署長等と協定を締結し、

国有林野内での森林環境教育の推進を目的と

した森林教室や自然観察、体験林業等の体験

活動を行う。
（「協定締結による国民参加の森林づくりについて（平成22年1月25日付け21林国業第143号」）



・当時の富士見担当区主任が少年自然の家に訪
れる小学生を対象に体験林業を計画

・昭和57年より実施

・平成17年5月14日に遊々の森協定締結

・本年で14年目(体験林業自体は37年になる)

当時の担当区主任作成の手引き 遊々の森協定締結時



GTF Green Challenge AWARDS2014
間伐・間伐材利用コンクール

間伐実践・環境教育部門
林野庁長官賞 受賞



平成31年度間伐予定地

平成31年度

森林教室用広場予定地

森林教室用広場

多摩市立八ヶ岳少年自然の家

徒歩にて15分



体験林業プログラムの流れ

６：００ 起床
７：３０ 朝食
８：３０ 自然の家玄関前集合
８：４０ 出発（徒歩）
９：００ 遊々の森到着
９：１０ 森林教室(南信森林管理署職員)
９：３０ 体験林業開始
１１：１５ 活動終了 集合
１１：２０ まとめ(南信森林管理署職員)
１１：３５ 〃 終了 出発
１２：００ 自然の家 到着 昼食

１３：００ 自然体験プログラム(遊々の森や敷地内の森)



なぜ間伐が必要なのか理解してもらうため、体験林業を行
う前に、南信森林管理署の職員が森林教室を行います。

森林教室



森林教室



班ごとにフェリングレバー・ロープ・くさび・ノコギリ等の道具を持ち、
カラマツを１班１本伐採します。伐採後、尺棒を使い玉切りを行い、
ロープで林道まで丸太を運び出します。

体験林業



体験林業のねらいとポイント

・間伐作業を体験することにより、林業とその大切さを

理解してもらう。

・伐採し、林冠に空いた窓から差し込む光を見てもらう。

また、伐倒した切り株の年輪の間隔・数からその木の

成長過程を説明し、光合成の幅が立体的に広がった

事を、理解してもらう。

・今回の間伐作業により、社会にどのように貢献したか

を考えてもらう。

・班のみんなで協力して成し遂げた成果から、絆と達成

感を学んでもらう。



年輪の間隔が狭く、成長が
遅い。枝が張り、林冠にしか
日光が当たらず、CO2の吸収
が少ない。

年輪の間隔が広く、成長が
早い。日光が林床まで届くの
でCO2の吸収が盛ん。

本来の間伐時期。

間伐後、日の差
し込む周りの木
は光合成が盛ん
に行われ、大きく
成長します。





自然体験プログラム

自然体験プログラムは、遊々の森や自然の家敷地内の森でロープア
トラクションをメインとした森あそび、かや飛ばし、フィールドウオッチン
グ、木工クラフトを組み合わせて行われます。



フレンドツリーサポーターズ

遊々の森での森林整備を目的に設立され、
多摩市住民の方々が間伐を中心に活動を
行っています。



毎年１０月、関係団体によって間伐材は搬出され
ペレットになります。

間伐材の利用



年度 体験林業
実施校数

体験林業
児童数

その他

１７年度 １８校 ９１６名
遊々の森協定の締結。
遊々の森の名称を「多摩市民の森・フレンドツリー」とする。

１８年度 ２１校 １，２０３名 多摩市の全小学校が体験林業を行う。

１９年度 ２０校 １，１５０名

２０年度 １６校 ９９６名

２１年度 １２校 ７１３名

２２年度 １４校 ８６１名 協定の更新

２３年度 １９校 １，０２１名

２４年度 １８校 １，１２６名

２５年度 １６校 １，０６４名 協定の更新

２６年度 １５校 ９３７名 「間伐・間伐材利用コンクール」 間伐実践・環境教育部門環
境教育部門 林野庁長官賞受賞

２７年度 １２校 ８０３名 雨天により６校３８７名は中止となった。

２８年度 ９校 ７６５名 雨天により８校４８３名は中止となった。

２９年度 １５校 1,002名 雨天により２校８２名は中止となった。

３０年度 １７校 1,192名 雨天により１校７０名は中止となった。

延べ １３，７４９人が体験林業を体験
各種安全対策の実施



• 南信署職員と自然の家職員による講習会の実施

• 学校の先生方の協力体制の確立

安全面における対策・取組

間伐講習会 先生方への体験林業の説明

（無事故を継続中）



先生方の感想

• 体験林業や森遊びは、日頃、学校の学校林
で行っている活動を改めて見直すきっかけに
もなりました。

• 体験林業では、都会では絶対に体験できない
林業体験ができ、改めて森林整備の大切さを
実感できました。

• 体験林業を通して、子ども達が協力して取り
組んだり、友だちを思いやる気持ちが深まっ
たように感じました。

（自然の家作成自然の家日誌より一部抜粋）



子どもたちの感想

・ みんなで協力して木を倒すことができ、とて

も達成感がありました。

・ 木について楽しく学ぶことができ、もっと木を

詳しく調べたいと思いました。

・ 体験を通じて、林業は生活と深く関わってい

ることが分かりました。

（実施後アンケートより一部抜粋）



森林ＥＳＤのまとめ

森林ＥＳＤとは、現場からの考察

体験林業プログラムにおいて、
児童に体験し感じ取ってもらいたいこと

一生に一度しか体験することがないかも
しれない林業の大切さ （間伐という作業が
単に木を伐り、自然破壊をしているという

イメージから、林冠から林床まで光を取り込
み森を育てる大事な作業であること）と、

協力し強調しなければ成し遂げられない

難しさ、国有林の間伐作業のお手伝いをし、
社会に貢献したことへの達成感。
そして最後に、カラマツが地響きを立てて
倒れる瞬間の歓声にあります。

また、温暖化を自分たちの努力で少しだけ防
いだという共有意識の育ちも大きな気づきとなる
ように思います。
そして、林業が６０から１００年以上という
サイクルで世代を超えて受け継がれていかない
と成り立たない業であるということを感じ取っても
らうことにあります。



連携を密に取り、協定・体験林業の継続へ・・



ご静聴ありがとうございました



～補助資料～



林業体験の流れ

集合

間伐体験まとめ

森林教室



なぜ間伐が必要なのか理解してもらうため、体験林業を行
う前に、南信森林管理署の職員が森林教室を行います。

森林教室



体験林業のねらいとポイント

年輪の間隔が狭く、成長が
遅い。枝が張り、林冠にしか
日光が当たらず、CO2の吸収
が少ない。

年輪の間隔が広く、成長が
早い。日光が林床まで届くの
でCO2の吸収が盛ん。本来の間伐時期。

間伐後、日の差し
込む様になった周
りの木は光合成が
盛んに行われ、大
きく成長するように
なります。



体験林業のねらいとポイント

・

森林教室

傘を枝に見立てて、日光の
当たり方を実演します。


